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実習については五日間という期間でした
が、毎日違う作業で、体を動かしたりパ
ソコンを使用したりたくさん学べました。
初日は、体を動かす作業でしたが、二日
目からは座り作業やパソコン作業でした。
一つのことを集中してできていたので時
間は早く感じました。指導員の方の教え
方がとても分かりやすくすぐに作業にな
れました。ただ、パソコン作業は手順が
多くてメモをとるのが少し大変でした。
また工場の敷地内にあるので指差し確認
というのが大変重要に感じました。作業
がとても多いので覚えるのは少し時間が
いるかなと感じました。今回の作業はエ
ンカレッジのオフィスワークでやったこ
ともあるような作業もあったので特別に
難しいとは感じませんでしたがエクセル
の練習はしといたほうがいいなと思いま
した。

利用者Ｂ

時事問題GWの様子↓

4月からエンカレッジ大阪に異動することになりました。入社してから２年間、天
満橋で大変お世話になりました。利用者の皆さんと講座・ワークを通して、関わっ
てきた全てが印象に残っていますが、その中でもソーシャルクラブでいろいろな場
所に出かけ、楽しく過ごした時間が大切な思い出です。４月以降も講座等でお会い
すると思いますので、引き続きよろしくお願いします！
ご家族の皆様、懇談や家族ミーティングなどでお話する機会をいただき、ありがと
うございました。またどこかでお会いできるのを楽しみにしております。

スタッフＡ

今回の講座では、揉めない本音の伝え方
を学びました。私自身も過去に本音を伝
えることに不安があり、伝えることがで
きなかったことや、本音を伝えて人間関
係がうまくいかないことがありました。
今回の講座で印象に残ったのは、日頃か
らの挨拶の重要性です。普段からコミュ
ニケーションを取っていると本音を伝え
たときの相手の受け取り方も変わってく
るという話は聴いていてとても勉強にな
りました。伝え方は働く上でも重要なス
キルなので今回の講座で学んだことを仕
事や普段の生活にも活かして、生きやす
い環境を作っていこうと思います。

利用者Ａ



4月の予定
3日（月）お花見
20日（木）ソーシャルクラブ
28日（金）月末午前開所

利用状況（3月31日現在）
合計17名
（男性9名・女性8名）

http://hataraku-chikara.jp/

発達障害のある方の就職活動を応援する

エンカレッジ天満橋のブログ
「就労移行の日々」も
ぜひご覧ください！

ki

今回、初めてデザインを担当さ
せていただきました。
各事業所の機関紙ということで、
見やすさと季節感を意識したデ
ザインに最初はかなり
苦戦しましたが、コツをつかむ
と楽しく作業を進めることがで
きました。

教えて！
スゴい人

謎解きは段々難しくなってい
くのですが、皆で知恵を出し
て全ての謎を解くことができ
ました。私一人だけでクリア
するのは不可能だったので、
違った角度から知恵を出し合
うことの重要さを体感しまし
た。利用者Ｃ

厳しかった冬が嘘のように、春の足音が駆け足で
近づきつつありますが、皆様お変わりございませ
んでしょうか。新年度、天満橋スタッフの入れ替
わりは1名だけですが、どのスタッフがどのご利
用者を担当するかの組み合わせは変更となった方
が多く、ご家族の皆様にも順次ご挨拶をさせてい
ただいているところです。最初は慣れないと感じ
るご利用者もおられるかもしれませんが、就職後
の「上司や同僚の異動」を乗り越える力を養う経
験ともなるはずです。皆様が少しずつ新編成に馴
染んでいけるよう、スタッフ全員でサポートして
まいります。

スタッフＢ

３月のソーシャルクラブはニフレ
ルへ行き、そこで開催されていた
謎解きイベントに参加しました。
印象的だった事は、ワオキツネザ
ルが自由に闊歩するエリアが存在
したことと、ホワイトタイガーへ
の餌やりを実際に見物できたこと、
「ニモ」の種族といわれるカクレ
クマノミが泳いでいたエリアです。
どれも見たことがない光景で、驚
嘆の連続でした。

エンカレ内での活動で、この人
のここがすごいなあと思う人に
インタビューしました。
今回は当番の代理にいつも手を
挙げてくださる利用者Ｄさんに
お話を聞きました。

私が心掛けていることは、まだ
自分がやっていない当番を経験
することと、誰かがやっていな
い当番がまだあるなら積極的に
その当番をすることです。
これは自分だけの心掛けではな
く、エンカレッジに来た時に別
の利用者さんが積極的に当番の
代理をしているのを見て、自分
もやってみようと思いました。
その利用者さんも卒業した人を
見習っていると言っていたので、
これはエンカレッジでずっと受
け継がれてきた心掛けなのだと
思います。

ありがとうございました！

編集長の役割を通して普段の講
義やワークとは違った、実際に
人とやり取りをして目標に向か
う体験をしました。その中での
予定通りにいかなかったことも、
失敗したことも全て私の学びに
なるでしょう。
ご協力いただいた皆様にはお礼
申し上げます。
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